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江府町の人口

（7月31日現在）

世帯数1225世帯
人　口　柑68人
前月比＋川
（男）　か99
（女）　餌69
出　生　　　4

（男）　　3
（女）　　1
転　入　13
（男）　　6
（女）　　7
転　出　　　3
（男）　　2
（女）　　1
死　亡　　　4
（男）　　1

報

▲バチさばきも鮮やかに太鼓を打つ明倫小学校の児童

伯
書
子
供
天
神
ば
や
し

江
尾
十
七
夜
に
初
披
裔

勇
壮
な
調
子
を
誇
る
伯
蓄
子
供
天
神
ば
や
し

が
、
江
尾
十
七
夜
行
事
に
今
年
は
じ
め
て
披
露

さ
れ
ま
し
た
。

披
露
し
た
の
は
、
明
倫
小
学
校
五
二
八
年
生

男
女
児
童
十
七
名
で
す
。

新
し
い
祭
絆
天
に
鉢
巻
き
姿
で
パ
テ
さ
ば
き

も
鮮
や
か
に
太
鼓
を
打
つ
可
愛
い
ら
し
い
姿
に
、

見
る
人
か
ら
か
ぎ
り
な
い
喝
采
を
浴
び
、
夜
空

に
響
き
わ
た
る
太
鼓
の
舌
に
江
尾
新
前
は
一
段

と
賑
い
ま
し
た
。

こ
の
天
神
ば
や
し
が
永
く
継
続
さ
れ
る
た
め

に
は
、
子
供
の
時
か
ら
技
を
身
に
つ
け
る
必
要

が
あ
り
、
明
倫
小
学
校
の
児
童
に
は
二
年
前
か

ら
教
え
て
い
ま
す
。

十
七
夜
で
の
披
露
は
、
夏
休
み
前
か
ら
、
小

学
校
の
体
育
館
で
練
習
に
汗
を
流
し
て
き
た
成

果
で
も
あ
り
ま
す
。

（
伯
蓄
天
神
は
や
し
保
存
会

安
江
　
久
夫
）
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7月町議会臨時会
－7月29日－

i■iit島．止む■・・・一一一　日　、一

〇議決事項

江府中学校大規模改造工事請負契約

の締結

昭和63年度公立草木交建物大規模改

造事業として、文部省の補助を受け

整備するもので指名競争入札により

㈱谷口組と請負契約（工事費3．400

万円）することについて承認をする

ものです。

固定資産評価審査委員の選任

8月16日で任期満了となる後任の

委員に、下原弘道氏（深山口）が再

任されました。

8月町議会臨時会
－8月19日一

下安井地区小規模排水対策特別工事

請負契約の締結

土地改良総合整備事業として行わ

れる下貫井地区小規模排水対策特別

工事（2工区）を指名競争入札により

佑）浜本組と請負契約（工事費3，460

万円）承認するものです。

町
長
日
誌

＊
7
　
月

1
日
㈲
　
在
　
勤
、
探
山
口
地
区

行
政
座
談
会
、
本
町
五

丁
目
地
区
役
員
来
庁

2
日
H
　
在
　
勤

4
R
H
目
‥

東
京
出
張

（
町
議
会
議
員
研
修
）

丁田府江

町
長
の
行
政
報
告

（
七
月
町
議
会
臨
時
会
か
ら
）

第218号

企
　
画
　
開
　
発

●
七
月
五
日
　
岡
山
県
中
和
村
で

鳥
取
・
岡
山
県
境
開
発
促
進
協
議

会
総
会
が
開
か
れ
、
両
県
の
交
通

・
産
業
・
地
域
開
発
問
題
に
つ
い

て
県
・
国
と
連
携
を
と
り
な
が
ら

進
め
て
い
く
こ
と
に
意
見
が
一
放

し
ま
し
た
。

同
　
和
対
　
策

・
七
月
八
日
　
部
落
解
放
基
本
法

制
定
要
求
国
民
運
動
鳥
取
県
実
行

委
員
会
総
会
が
鳥
取
市
で
開
か
れ

部
落
解
放
基
本
法
制
定
、
人
権
擁

講
の
徹
底
に
向
け
運
動
を
推
進
す

る
こ
と
を
決
議
し
ま
し
た
。

・
部
落
解
放
月
間
が
七
月
十
日
か

ら
八
月
九
日
ま
で
の
一
ケ
月
間
、

全
国
一
せ
い
に
行
わ
れ
ま
す
。

同
和
問
題
の
解
決
は
、
国
及
び

地
方
公
共
団
体
の
責
務
で
あ
り
、

同
時
に
国
民
的
な
課
題
で
も
あ
り

ま
す
。
こ
の
課
題
を
早
急
に
解
決

す
る
た
め
の
一
つ
と
し
て
部
落
解

放
月
間
を
設
け
各
種
の
啓
発
運
動

を
展
開
す
る
も
の
で
す
。

民
　
　
　
生

・
国
民
健
康
保
険
法
施
行
五
〇
周

年
記
念
式
が
鳥
取
市
で
開
か
れ
、

国
民
健
康
保
険
の
運
営
に
実
績
が

あ
り
、
ま
た
、
受
け
入
れ
、
納
税

に
つ
い
て
活
躍
し
た
団
体
・
個
人

の
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
江
府

町
の
受
彰
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
知
事
表
彰
）

個
人
の
部
　
町
長
　
井
上
健
治

（
知
事
感
謝
状
）

団
体
の
部
　
本
町
一
丁
目
納
税

組
合

（
国
保
連
合
会
表
彰
）

個
人
の
部
　
肋
役
　
森
谷
博
昭

税
務
主
任
　
西
田
　
哲

鯛
か
如
貼
　
神
庭
　
智

ク
　
　
徳
岡
健
一

・
食
生
活
改
善
（
推
進
員
）
養
成
講

座
の
開
講
式
が
、
六
月
二
十
日
土

井
之
内
会
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。

受
講
生
は
二
十
八
人
で
年
間
十
回

の
講
座
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

農
林
・
建
設

・
七
月
十
三
日
の
梅
雨
前
線
に
よ

る
雨
で
、
農
地
災
害
（
水
田
）
三
か

所
、
施
設
災
害
（
農
道
・
水
路
）
四

か
所
、
道
路
災
害
（
国
道
・
町
道
）

三
か
所
の
災
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

補
修
箇
所
に
つ
い
て
は
、
今
後

検
討
し
て
い
き
ま
す
。

教
　
　
　
育

・
七
月
十
二
日
　
甘
酒
茶
屋
で
江

府
町
同
和
教
育
推
進
協
議
会
主
催

に
よ
る
指
導
者
研
修
会
が
開
か
れ

三
十
九
名
が
同
和
問
題
解
決
の
た

め
具
体
的
問
題
の
対
処
な
ど
に
つ

い
て
研
修
し
ま
し
た
。

5
日
㈹
　
岡
山
県
出
張

（
県
境
開
発
促
進
協
議

会
総
会
）
、
町
内
弔
問

6
日
㈱
　
町
同
和
推
進
協
議
会
役

員
会
、
第
二
共
同
簡
易

水
道
組
合
十
周
年
記
念

祝
賀
会
、
行
政
講
演
会

7
日
㈲
　
青
少
年
育
成
江
府
町
民

会
議
総
会
、
中
国
電
力

㈱
役
員
来
庁

8
日
働
　
部
落
解
放
基
本
法
制
定

要
求
国
民
運
動
県
実
行

委
員
会
（
鳥
取
市
）
、

工
業
同
地
協
議
会

9
日
侶
　
大
河
原
地
区
行
政
座
談

会
、
町
内
職
域
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
大
会

1
0
日
㈲
　
県
消
防
ポ
ン
プ
操
法
大

会

1
1
日
㈲
　
西
部
町
村
長
会
、
佐
川

地
区
役
員
来
庁
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江
尾
十
七
夜

雨
の
中
情
緒
豊
か
に

八
目
十
六
・
十
七
日
の
二
日
間

汀
尾
十
七
夜
が
盛
大
に
開
か
れ
ま

し
た
。
今
年
は
前
夜
祭
か
ら
天
候
不
順

で
十
七
夜
も
一
時
間
ほ
ど
お
く
れ

て
開
幕
、
十
七
夜
踊
り
は
土
井
之

内
会
館
に
会
場
を
う
つ
し
ま
し
た

が
、
雨
の
あ
い
間
を
み
て
つ
ぎ
つ

ぎ
諸
行
事
が
く
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
ま

し
た
。
恒
例
の
行
事
の
ほ
か
に
駅
前
の

特
設
会
場
で
は
青
年
の
バ
ン
ド
演

奏
に
続
い
て
、
明
倫
小
学
校
児
童

＊上原も・安江も

人権擁護委員表彰
7日1511、米イ▲市で開催された鳥取

県人権擁．掛委‖連合会総会で、人権

擁．護一委日の卜原補臣‡（江尾）が全国

人権擁護委＝連合会長表彰、安江久夫

（洲河崎）が、鳥耶地方法務局長感

謝状を受けられました。

この表彰は長年にわたり、国民の基

本的八倍擁護とrl由人権′lム想の普及、

■：‘Ji場につくされた功績が認められたも

のです

＊三好静香も・賢太郎も

母と子の全国よい歯コンクール
優秀者に

8日19日、厚生省の行う第37同母と

－r・のよい南コンクールの全国審査が行

われ、先日町報（保健婦からひとこと）

でわ知らせしました洲河崎の　ミ好静香

う‥　賢太郎三・、母子が全国で優秀者6組

に選ばれました。

この優秀者は、3歳児健康診査を

受診した全国116万人のうち、地方審

査を経て、各都道府県から申請された

33組の中から選ばれたもので、10月に

奈良市で開かれる「全国歯科保健大会」

で∵表彰式が行われます。

五
・
六
年
生
が
伯
蓄
子
供
天
神
ば

や
し
太
鼓
を
初
披
露
、
伝
統
あ
る

天
神
ば
や
し
を
一
層
盛
り
し
げ
、

ま
た
、
J
R
汀
尾
駅
構
内
で
は
お

座
敷
列
車
を
連
結
し
た
ビ
ア
ホ
ー

ル
列
車
を
営
業
し
て
好
評
を
得
ま

し
た
。
町
内
外
か
ら
訪
れ
た
八
千
人
の

人
達
が
、
雨
の
中
の
十
七
夜
火
文

字
、
花
火
の
集
中
打
ち
し
げ
に
情

緒
豊
か
を
夏
祭
り
を
楽
し
ん
で
い

ま
し
た
。廓眞田さん消防用機

材
を
寄
付

眞
凹
良
一
さ
ん
　
（
小
江
尾
）
　
か

ら
消
防
用
機
材
を
ご
寄
付
い
た
だ

き
ま
し
た
。
ご
厚
志
に
対
し
、
紙

上
を
通
じ
て
厚
く
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

1
5
日
㈲

1
6
日
冊

1
7
日
脚

1
8
日
㈲

1
9
日
洲

≠
－
〓
‥

2
1
日
㈱

2
2
日
㈲

2
3
白
州

2
5
日
㈲

2
8
日
㈱

2
9
日
㈲

神
目
＝

町
同
和
教
育
指
導
者
研

修
全
町
観
光
協
会
総
会
（
美

保
ノ
関
）

神
奈
川
水
力
発
電
委
員

会
、
特
別
会
計
決
算
監

査米
子
雇
用
協
議
会
総
会

し
ゅ
う
と
め
会
運
動
会

俣
野
大
区
役
員
来
庁

米
子
養
方
ク
ラ
ブ
講
演

大
河
原
十
七
夜
前
夜
祭

池
の
内
老
人
ク
ラ
ブ
講

演県
過
疎
地
域
対
策
協
議

会
臨
時
総
会
（
鳥
取
市
）

国
民
健
康
保
険
法
施
行

五
十
同
年
記
念
大
会
、

商
工
会
経
済
講
演
全

町
社
会
福
祉
協
議
会
理

事
会
、
日
野
農
林
据
興

局
長
ほ
か
来
庁

在
　
勤

在
　
勤
、
下
安
井
地
区

役
員
来
庁

在
　
勤
、
中
国
電
力
㈱

役
員
来
庁

四
国
出
張

（
西
部
町
村
長
県
外
視

察
研
修
）

町
議
会
臨
時
会
、
江
尾

十
七
夜
実
行
委
員
会

在
　
勤
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頑
張
り
ま
し
た
…
マ
マ
さ
ん
自
転
車
大
会

江
尾
小
P
T
A
チ
ー
ム
県
大
会
で
第
二
位

八
月
二
十
一
日
、
東
伯
町
総
合

体
育
館
で
鳥
取
県
交
通
安
全
マ
マ

さ
ん
自
転
車
大
会
が
開
か
れ
二
一

十
チ
ー
ム
八
十
人
の
選
手
が
出
場

し
ま
し
た
。

交
通
規
則
や
自
転
車
の
正
し
い

乗
り
方
を
競
う
こ
の
大
会
は
、
学

科
と
実
技
の
合
計
点
で
競
わ
れ
る

も
の
で
選
手
た
ち
は
設
定
さ
れ
た

コ
ー
ス
の
な
か
で
み
ご
と
を
ハ
ン

ド
ル
さ
ば
き
を
展
開
し
ま
し
た
。

江
府
町
か
ら
は
、
子
供
の
国
保

育
園
保
護
者
会
チ
ー
ム
、
江
尾
小

P
T
A
チ
ー
ム
が
出
場
し
、
団
体

で
江
尾
小
P
T
A
チ
ー
ム
が
二
位

に
輝
き
、
ま
た
、
個
人
の
部
で
も

江
尾
小
P
T
A
チ
ー
ム
の
関
内
由

紀
枝
さ
ん
が
六
位
に
入
賞
、
学
科

－　＿＿＿＿＿＿＿J」

▲県大会で6位に入賞した▲出場選手のみなさん
右上：江尾小PTAチーム　　　‾‘■、′’‾、Y一‾’‾‥【Y

左上：明倫小PTAチーム　　関内由紀枝さんの実技
左下：子供の国保育園保護者会チーム

満
点
で
子
供
の
国
保
育
歯
チ
ー
ム

の
森
田
美
代
子
さ
ん
、
遠
藤
恵
美

さ
ん
が
表
彰
さ
れ
る
な
ど
健
闘
し

ま
し
た
。

こ
の
県
大
会
は
、
各
警
察
署
管

内
の
大
会
で
上
位
入
賞
の
二
チ
ー

ム
が
出
場
し
ま
す
。

溝
口
署
管
内
の
大
会
は
、
七
月
三

十
一
日
、
岸
本
町
で
行
わ
れ
、
八
チ

ー
ム
三
十
二
人
が
出
場
し
ま
し
た
。

本
町
か
ら
は
、
三
チ
ー
ム
が
出

場
し
、
一
位
に
子
供
の
国
保
育
園

保
護
者
会
チ
ー
ム
、
二
位
に
江
尾

小
P
T
A
チ
ー
ム
、
三
位
に
明
倫

小
P
T
A
チ
ー
ム
と
三
チ
ー
ム
と

も
上
位
入
賞
の
み
ご
と
な
成
績
を

お
さ
め
ま
し
た
。

マ
マ
さ
ん
自
転
車
大
会
に
出
場

し
た
選
手
の
み
な
さ
ん
は
、
次
の

と
お
り
で
す
。

○
出
場
選
手

子
供
の
国
保
育
園
保
讃
者
会
…
亀

山
笑
子
ぺ
大
谷
文
子
㍉
、
森
田

美
代
子
㌔
、
遠
藤
恵
美
㍉
、
（
引

卒
者
　
川
端
る
り
子
㌔
）

江
尾
小
P
T
A
…
中
野
美
千
代
ぺ

井
上
廉
女
㍉
、
中
祖
由
美
江
㌔
、

関
内
由
紀
枝
㍉
（
引
卒
老
　
大
岩

と
し
子
㌔
）

明
倫
小
P
T
A
…
加
藤
初
恵
ぺ

加
藤
真
由
美
㍉
、
宇
E
川
千
万
亀

㌔
、
佐
々
木
節
子
㍉
、
（
引
卒
者

明
倫
小
学
校

県
の
天
然
記
念
物
「
七
色
が
し
」
を
絵
に

（
青
戸
美
和
日
子
㍉
）

数
百
年
の
歴
史
を
も
つ
県
の
天

然
記
念
物
「
武
庫
の
七
色
が
し
」

は
、
明
倫
小
学
校
の
マ
ラ
ソ
ン
コ

ー
ス
の
一
角
に
位
置
し
、
校
歌
に

も
う
た
わ
れ
る
な
ど
シ
ン
ボ
ル
と

し
て
地
域
の
人
達
に
も
親
し
ま
れ

て
い
ま
す
。

葉
の
色
が
七
色
に
変
化
す
る
と

伝
え
ら
れ
る
こ
の
古
木
を
絵
に
画

い
て
み
て
は
と
い
う
井
上
町
長
の

提
案
で
、
明
倫
小
学
校
で
は
変
化

の
著
し
い
春
も
b
夏
に
か
け
て
全

児
童
が
七
色
が
し
の
写
生
に
取
り

組
ん
で
き
ま
し
た
が
、
八
月
十
一

日
の
登
校
日
に
完
成
し
た
作
品
の

伝
達
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

式
で
は
井
上
町
長
、
遠
藤
教
育

長
が
見
守
る
を
か
、
六
年
生
の
加

持
谷
聡
子
㍉
が
、
「
ず
っ
と
以
前

か
ら
続
い
て
い
る
七
色
が
し
を
回

る
早
朝
マ
ラ
ソ
ン
に
、
今
年
か
ら

も
う
一
つ
写
生
す
る
こ
と
を
つ
け

加
え
ま
し
た
。

一
週
間
に
一
枚
の
わ
り
で
か
き

ま
し
た
の
で
、
二
字
期
に
十
二
枚

に
も
在
り
ま
し
た
。
こ
の
た
び
私

達
の
絵
を
町
長
さ
ん
に
さ
し
上
げ

る
こ
と
に
在
り
ま
し
た
。
を
ん
だ

か
は
ず
か
し
い
気
も
し
ま
す
。
で

も
私
た
ち
の
絵
が
何
か
の
役
に
立

つ
の
を
ら
た
い
へ
ん
う
れ
し
い
で

す
」
と
あ
い
さ
つ
す
る
と
、
学
年

Soumu
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凍
結
作
戦
で
安
全
運
転
を
呼
び
か
け

町　　報

夏
の
交
通
安
全
運
動
期
間
中
の

七
月
二
十
七
円
、
国
道
一
八
二
号

線
の
柿
原
入
口
で
、
町
交
通
指
導

臼
、
交
通
安
全
母
の
会
が
ド
ラ
イ

ノ
ー
に
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
を
配
り

二
父
通
事
故
凍
結
作
戦
″
を
行
い

ま
し
た
。

ま
た
、
事
故
を
防
ぐ
に
は
ま
ず

一
人
一
人
の
心
が
大
切
と
あ
っ
て

こ
の
H
は
「
交
通
安
全
そ
れ
は
心
」

の
看
根
を
た
て
、
国
道
を
行
き
交

う
ド
ラ
イ
バ
ー
に
安
全
運
転
を
よ

び
か
け
ま
し
た
。

年
々
増
え
る
悲
惨
な
交
通
事
故

に
満
目
地
区
安
全
協
会
で
は
、
各

関
係
機
関
の
協
力
で
死
亡
事
故
ゼ

ロ
五
〇
〇
R
達
成
を
め
ざ
し
て
運

動
を
展
開
し
て
い
ま
す
が
、
今
年

に
入
っ
て
す
で
に
二
．
件
の
死
亡
事

故
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

交
通
事
故
は
、
被
害
者
も
加
害

者
も
一
瞬
に
し
て
幸
せ
を
家
庭
が

破
滅
す
る
こ
と
に
も
怒
り
か
ね
ま

せ
ん
。
交
通
安
全
は
、
一
人
一
人

が
事
故
防
止
の
意
識
を
し
っ
か
り

も
つ
こ
と
が
大
切
。
運
転
者
も
歩

行
者
も
お
青
い
に
注
意
し
あ
っ
て

事
故
や
違
反
を
少
し
で
も
な
く
し

た
い
も
の
で
す
。

㊧の
代
表
が
つ
ぎ
つ
ぎ
作
品
を
町
長

に
渡
し
ま
し
た
。

井
上
町
長
は
、
一
枚
づ
つ
手
に

と
っ
て
見
な
が
ら
、
「
何
百
年
も

生
き
て
き
た
木
だ
け
れ
ど
、
は
じ

め
て
絵
に
な
り
ま
し
た
。
み
を
さ

ん
が
実
際
に
目
で
見
、
心
で
見
た

七
色
が
し
が
よ
く
描
か
れ
て
い
ま

◇

◇
す
。
大
切
に
し
ま
す
」
と
感
謝
の

こ
と
ば
を
述
べ
、
お
礼
に
記
念
品

を
贈
り
ま
し
た
。

作
品
は
、
町
の
公
民
館
に
展
示

し
、
町
以
外
の
人
達
に
も
た
く
さ

ん
見
て
も
ら
え
る
よ
う
を
機
会
づ

く
り
を
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

◇

山
里
に
ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
の
ハ
ー
モ
ニ
ー

森
の
音
楽
祭
開
催

江　　府

ト
柿
原
入
口
で
　
〝
交
通
事
故

凍
結
作
戦
〃

おもちゃ親善大使
と会場イメージ図ト

I89

鳥取・世界おもちゃ博覧会

親善大使県内を巡回

昭和64年7日29日から8月2nHまで鳥

取市で開かれる「鳥耶・世界おもちゃ博覧

会」のこどもおもちゃ親幣大便が4［1間の

日程で県内各地をPRに巡IL】1しました。

親好大便は、市内の小学生で編成され、

江府町には8日19日に訪れて博覧会へ招

待しました。江府町を訪れたのは城北小

学校の畑山袷一・工　大日稚志ミ1、山「1達

也三㌧の3人で鳥取市長からのメッセージ

を受け取った井上町長は、PRの協力を

約束して掘手をかわしました。

この博覧会は、鳥取市制10∩同年のメ

インイベントとして行われるもので、世

界中のおもちゃ4（1．nOn一点が集合するテー

マゾーンをはじめ、5つのゾーンに分れ

て各種イベントが展開されます。

八
月
十
二
日
夜
、
大
河
原
の
江

尾
小
学
校
米
原
分
校
で
「
奥
大
山

森
の
音
楽
祭
」
が
開
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
音
楽
祭
は
、
大
河
原
の
別

荘
で
毎
年
合
宿
を
し
て
い
る
関
西

ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
協
会
会
長
戸
上
靖

彦
さ
ん
が
地
域
の
人
た
ち
と
の
音

楽
交
流
を
申
し
出
、
江
府
町
ヤ
ン

グ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
　
（
浜
本
伸
介
会

長
）
や
大
河
原
地
区
青
年
団
・
婦

人
会
が
実
行
委
員
会
を
つ
く
り
、

実
現
し
た
も
の
で
す
。

音
楽
祭
は
、
午
後
七
時
に
開
幕

実
行
委
貝
で
結
成
し
た
ブ
ラ
ス
・

オ
ブ
・
エ
リ
ジ
ョ
ン
、
町
婦
人
コ

ー
ラ
ス
・
江
府
町
学
校
教
諭
の
加

わ
っ
て
い
る
米
子
ブ
ラ
ス
セ
ク
ト

テ
ッ
ト
を
ど
が
熱
演
し
ま
し
た
。

最
後
に
戸
上
さ
ん
と
門
下
生
五

人
で
構
成
す
る
京
都
ト
ロ
ン
ボ
ー

ン
の
E
重
奏
岡
の
演
奏
が
行
わ
れ

ま
し
た
が
、
「
三
つ
の
都
市
の
組

曲
」
・
「
剣
の
舞
」
な
ど
次
々
に

披
露
さ
れ
、
ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
の
美

し
い
ハ
ー
モ
ニ
ー
が
町
内
外
か
ら

訪
れ
た
四
百
人
の
音
楽
フ
ァ
ン
を

魅
了
し
ま
し
た
。

江
府
町
ヤ
ン
グ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

は
今
年
の
二
月
に
奥
大
山
自
作
そ

り
大
会
を
開
催
、
好
評
を
得
ま
し

た
。

▲トロンボーン四重奏団の演奏
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奥
大
山
チ
ロ
ル
の
里
だ
よ
り
㈲

・
大
山
山
麓
リ
ゾ
ー
ト
ゾ
ー
ン

艮童
T

Tm
P府

鳥
取
県
は
さ
き
に
開
催
さ
れ
た

鳥
取
県
リ
ゾ
ー
ト
検
討
委
員
会
の

席
上
、
民
間
コ
ン
サ
ル
会
社
に
委

託
し
て
い
た
リ
ゾ
ー
ト
に
関
す
る

調
査
報
告
を
発
表
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
る
と
江
府
町
の
位
置

付
は
開
発
拠
点
地
域
「
大
山
山
麓

リ
ゾ
ー
ト
ゾ
ー
ン
」
の
「
国
際
派

の
カ
ン
ト
リ
ー
リ
ゾ
ー
ト
ゾ
ー
ン

」
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

具
体
的
な
宿
泊
施
設
と
し
て
別

荘
、
コ
ン
ド
ミ
ニ
ア
ム
、
プ
テ
ィ

ホ
テ
ル
、
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
を

掲
げ
生
活
施
設
と
し
て
シ
ョ
ッ
ピ

ン
グ
モ
ー
ル
、
レ
ス
ト
ラ
ン
、
コ

ミ

ニ

ユ

テ

ィ

ホ

ー

ル

、

レ

ン

タ

ル

ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
の
整
備
を
指
摘
し

て
い
ま
す
。

そ
し
て
こ
れ
ら
の
整
備
計
画
の

う
え
に
た
っ
た

○
民
間
外
交
の
場
で
あ
る
こ
と

○
清
涼
感
の
あ
る
澄
ん
だ
町
づ
く

○
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ト
を
空
間
で

あ
る
こ
と

の
三
点
を
強
調
し
て
い
ま
す
。

本
町
で
は
チ
ロ
ル
構
想
に
そ
っ

た
こ
の
報
告
書
に
期
待
を
よ
せ
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

鳥
取
県
は
、
米
子
市
・
境
港
市

を
「
海
浜
ゾ
ー
ン
」
、
日
南
町
を

「
内
陸
山
間
ゾ
ー
ン
」
と
し
、
こ

の
「
大
山
山
麓
ゾ
ー
ン
」
と
の
ト

ラ
イ
ア
ン
グ
ル
構
想
を
近
く
ま
と

め
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

開肌 色地境 市 ll 付 ■r　　 －　　 7

A 米子れ 1触姉 、臼薔 I付 マリンリゾート／－ン

B 大11′l 闇 蝉 の′り オーマンスゾーン

フ ァ ミ リー ＋ 企 ‡ 人の

リ ブ レ ／シ ュ ■′－ ン

国 彷 病の カ ／ ト■ト リゾ ー トゾ ー ン

粗 l－】幣 辰の l側 リ ゾー トゾ ー ン

C「

n
E

i工

繰り上げ請求は

慎重に

私
た
ち
は
、
若
い
頃
に
は
考
え

も
し
な
か
っ
た
体
力
の
衰
え
や
、

精
神
力
の
限
界
を
感
じ
、
い
や
・
で

も
老
後
を
む
か
え
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。「
体
が
弱
く
、
思
う
よ
う
に
働

く
こ
と
が
で
き
ず
、
生
活
費
に
囲

っ
て
い
る
」
と
か
、
「
働
け
る
年

代
に
は
、
欲
し
い
も
の
も
我
博
し

精
一
杯
が
ん
ば
っ
て
き
た
。
や
っ

と
自
分
の
自
由
に
な
る
時
間
と
お

金
が
で
き
る
の
で
少
し
で
も
早
く

も
ら
い
た
い
」
と
い
う
こ
と
で
年

金
を
繰
り
上
げ
請
求
さ
れ
ま
す
。

確
か
に
そ
の
と
お
り
で
す
。
少

し
で
も
早
く
、
有
意
義
で
余
裕
の
あ

る
老
後
を
す
ご
す
こ
と
は
大
切
で
あ

り
、
ま
た
、
そ
の
た
め
の
年
金
で
す
。

で
も
、
六
十
五
歳
に
な
る
ま
で

に
、
繰
り
上
げ
請
求
を
さ
れ
ま
す

と
、
年
金
が
一
生
減
額
さ
れ
る
だ

け
で
を
く
、
い
ろ
い
ろ
な
制
限
も

あ
り
ま
す
。

だ
れ
の
た
め
の
老
後
で
も
あ
り

ま
せ
ん
。
自
分
自
身
の
老
後
の
こ

と
で
す
。
近
所
の
人
が
早
く
も
ら

い
出
し
た
と
か
、
他
人
の
言
葉
に

惑
わ
さ
れ
ず
慎
重
に
お
考
え
く
だ

さ
い
。支
給
の
繰
り
上
げ
を
す
る
と
き

選
挙
一
口
メ
モ

ー
㈲
買
収
－

買
収
罪
は
、
選
挙
犯
罪
の
う
ち

で
も
最
も
代
表
的
を
も
の
で
あ
り
、

最
も
悪
質
を
も
の
で
す
。

選
挙
は
、
本
来
選
挙
人
の
自
由

を
意
志
の
表
明
に
よ
っ
て
行
わ
な

け
れ
ば
怒
ら
を
い
も
の
で
す
が
、

買
収
は
、
不
法
不
正
を
利
益
の
授

受
に
よ
っ
て
こ
れ
を
歪
曲
し
よ
う

と
す
る
も
の
で
す
。

買
収
罪
は
、
金
縄
、
物
品
そ
の

他
の
財
産
上
の
利
益
の
供
与
、
饗

応
接
待
等
の
買
収
行
為
が
特
定
の

候
補
者
の
当
選
を
図
る
目
的
で
、

あ
る
い
は
当
選
さ
せ
な
い
目
的
で

を
さ
れ
た
と
き
に
成
立
し
ま
す
。

買
収
行
為
の
内
容

①
　
金
銭
、
物
品
そ
の
他
の
財
産

上
の
利
益
を
与
え
、
与
え
る
こ

と
を
申
込
、
あ
る
い
は
与
え
る

こ
と
を
約
束
す
る
こ
と
。

②
　
饗
応
接
待
を
し
、
そ
の
申
込

を
し
、
あ
る
い
は
そ
の
約
束
を

す
る
こ
と
。
「
饗
応
接
待
」
　
と

Soumu
四角形
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の
注
意
事
項
は
、
次
の
と
お
り
で

す
。
①
特
別
支
給
の
老
齢
厚
生
年
金
ま

た
は
退
職
共
済
年
金
は
、
六
十
五

歳
ま
で
支
給
停
止
と
を
り
ま
す
。

②
老
齢
基
礎
年
金
の
繰
り
上
げ
受

給
者
が
再
び
就
職
（
二
号
被
保
険

者
）
す
れ
ば
老
齢
基
礎
年
金
は
支

給
停
止
と
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、

特
別
支
給
の
老
齢
厚
生
年
金
は
停

止
解
除
と
を
り
、
標
準
報
酬
月
額

に
応
じ
て
支
給
さ
れ
ま
す
。

③
②
の
受
給
者
が
再
び
退
職
し
た

場
合
、
ま
た
老
齢
基
礎
年
金
が
支

給
さ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
繰
り
上

◎

げ
請
求
以
後
に
被
保
険
者
と
な
っ

た
期
間
に
つ
い
て
は
、
年
金
額
計

算
は
さ
れ
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。

④
繰
り
上
げ
支
給
の
受
給
者
が
六

十
五
歳
前
に
、
障
害
の
状
態
に
な

っ
て
も
障
害
基
礎
年
金
は
受
け
ら

れ
ま
せ
ん
。

⑤
繰
り
上
げ
支
給
の
受
給
者
が
死

亡
し
た
場
合
、
そ
の
死
亡
に
つ
い

て
の
寡
婦
年
金
は
支
給
さ
れ
ま
せ

ん
。
⑥
付
加
年
金
も
同
時
に
繰
り
上
げ

支
給
と
な
り
、
減
額
さ
れ
ま
す
。

繰り上げ請求の支給割合

年　 齢 l割合 l

60歳以上61歳未満 58％

61歳以上62歳未満 65％

62歳以上63歳未満 72％

63歳以上64歳未満 80％

64歳以上65歳未満 89％

参は
、
酒
食
を
与
え
た
り
、
芝
居

や
遊
覧
旅
行
に
招
待
し
た
り
し

て
相
手
方
に
慰
安
や
快
楽
を
与

え
る
こ
と
。

ご
ぞ
ん
じ
で
す
か

検
索
者
査
会
制
度

検
察
審
査
会
は
、
選
挙
人
名
簿

の
中
か
ら
く
じ
で
選
ば
れ
た
十
一

人
の
検
察
審
査
員
で
構
成
さ
れ
、

検
察
官
の
し
た
不
起
訴
処
分
が
正

し
か
っ
た
か
ど
う
か
を
審
査
す
る

こ
と
を
主
な
仕
事
と
し
て
い
ま
す
。

被
害
者
、
犯
罪
を
告
訴
・
告
発

し
た
人
で
検
察
官
の
不
起
訴
処
分

に
不
満
が
あ
る
人
は
、
検
察
審
査

会
に
審
査
の
申
立
て
を
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
秘
密
は
固
く
守
ら

れ
、
費
用
は
一
切
か
か
り
ま
せ
ん
。

申
立
て
の
手
続
き
等
に
つ
い
て

は
、
米
子
検
察
審
査
会
（
鳥
取
地

方
裁
判
所
米
子
支
部
）
　
に
お
問
い

合
わ
せ
下
さ
い
。

∇
保
健
婦
か
ら
ひ
と
こ
と
…
…
最
後
ま
で
き
ち
ん
と
検
診
を
▽

町
の
実
施
す
る
成
人
病
予
防
の

た
め
の
健
診
が
一
と
お
り
終
わ
り

ま
し
た
。

健
診
の
内
容
は
、
が
ん
予
防
の

た
め
の
－
肺
が
ん
・
胃
が
ん
・
子

宮
が
ん
・
乳
が
ん
・
甲
状
腺
が
ん
・

大
腸
が
ん
検
診
。
循
環
器
疾
患
予

防
の
た
め
の
ー
住
民
健
診
。
結
核

予
防
の
た
め
の
－
結
核
健
診
で
し

た
。
皆
さ
ま
受
け
ら
れ
た
で
し
ょ
う
か
。

受
診
さ
れ
た
方
で
〃
異
常
を
し
″

の
方
は
又
来
年
健
診
を
受
け
て
、

健
康
を
確
認
し
て
下
さ
い
。

何
ら
か
の
異
常
が
あ
っ
て
、
医

療
機
関
を
紹
介
さ
れ
た
方
は
、
紹

介
状
を
持
っ
て
、
必
ず
受
診
し
て

下
さ
い
。

検
査
に
ひ
っ
か
か
っ
た
か
ら
、
す

ぐ
病
気
と
い
う
訳
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
・
健
診
は
あ
く
ま
で
も
、
病
気

を
見
つ
け
る
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
で

す
。
最
後
ま
で
き
ち
ん
と
検
査
さ

れ
る
こ
と
を
、
お
勧
め
し
ま
す
。

今
回
、
何
か
の
都
合
で
受
け
ら

れ
を
か
っ
た
人
は
、
秋
に
最
後
の
健

診
を
し
ま
す
の
で
お
受
け
下
さ
い
。

☆
1
0
月
2
0
日
　
子
宮
・
乳
・
甲
状

腺
が
ん
検
診
（
キ

ョ
ー
ト
ス
ポ
ー
ツ
、

米
沢
小
学
校
、
江

府
町
農
協
本
所
）

☆
1
1
月
9
日
　
胃
が
ん
・
大
腸
が

ん
・
肺
が
ん
検
診

住
民
健
診
・
結
梓

健
診
（
下
蚊
屋
公

民
館
・
御
机
分
校
）

☆
1
1
月
1
0
日
　
胃
が
ん
・
大
腸
が

ん
・
肺
が
ん
検
診

住
民
健
診
・
結
核

健
診
（
町
立
総
合

附
育
館
）

〝
自
分
の
健
康
は
自
分
の
手
で
〃

元
気
な
う
ち
に
健
診
を
受
け
て
、

健
康
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

b㈱東京法規出版発行ミ健康なるほどクイズミ　より
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人の動き

遠
藤
五
郎
6
8
歳
安
敏
宅

澤
田
タ
ヅ
子
6
5
歳
幸
太
郎
宅

”
豊
か
な
住
生
活
へ
の
道
し
る
べ
〃

町　　報

「
お
誕
生
お
め
で
と
う

洲
河
崎
　
佐
々
木
祥
大
　
草
長
男

本
一
米
田
　
達
也
愛
治
長
男

新

一

生

田

　

　

棚

方

人

三

男

下
蚊
屋
　
筒
井
三
香
子
治
基
長
女

L
ご
結
婚
を
祝
し
ま
す

7月中寄託分

十
月
一
日
に
全
国
一
斉
に
「
住

宅
の
国
勢
調
査
」
と
も
い
わ
れ
る
住

宅
統
計
調
査
が
行
わ
れ
ま
す
。
こ

の
調
査
は
”
豊
か
を
住
生
活
〃
の

た
め
の
基
礎
と
在
る
も
の
で
す
。

調
査
員
が
調
査
票
を
持
っ
て
調
査

を
お
願
い
す
る
お
宅
に
お
伺
い
し

ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

お
問
合
せ
は

役
場
総
務
課
統
計
担
当
ま
で

塵壷
¢住宅統計調査
昭和63年10月l日

総務庁統計局

江　　府

松未申桑末川　前森坂賀宴津
下次前本次　上円安下本田　田

一
男
幸
穂
正
貴
恵
美理

一
美

孝
敏
照
子
智
幸
千
住
和
也
真
弓

大
阪
府
泉
佐
野
市

大
河
原
か
ら

佐
　
川

気
高
郡
青
谷
町
か
ら

米
子
市

柿
原
か
ら

久
　
遠

宮
市
か
ら

京
都
府
舞
鶴
市

江
尾
か
ら

貝

　

田

米
子
市
か
ら

第218号

■
ご
め
い
福
を
祈
り
ま
す

本
　
五
　
岡
田
あ
き
　
8
8
歳
敏
雄
宅

下
蚊
屋
　
小
椋
清
恵
8
5
歳
福
治
宅

■
香
典
返
し
と
し
て

小
江
尾
　
長
尾
　
　
厚
　
殿

（
父
時
治
様
ご
逝
去
）

下
蚊
屋
　
小
椋
　
福
治
　
殿

（
母
清
書
様
ご
逝
去
）

本
　
五
　
岡
田
　
敏
雄
　
殿

（
母
あ
き
梯
ご
逝
去
）

□
内
祝
と
し
て

本
　
五
　
中
前
ひ
で
こ
　
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

新
一
前
田
美
代
子
　
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

本
一
高
山
知
世
枝
　
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

宮
　
市
　
河
上
き
よ
の
　
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

半
ノ
上
　
橋
谷
　
　
愛
　
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

半
ノ
上
　
水
田
　
直
美
　
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

㊧

杉
　
谷
　
川
上
　
　
勉
　
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

本
　
三
　
伊
藤
　
　
昇
　
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

新
一
伊
田
　
静
枝
　
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

西
　
成
　
千
藤
　
由
江
　
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

以
上

社
会
福
祉
協
議
会
に
ご
寄
付
い
た

だ
き
ま
し
た
。
厚
く
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

江
府
町
社
会
福
祉
協
議
会

善
意
銀
行
受
払
報
告

1
、
六
月
末
累
計
額

九
四
九
、
〇
二
三
円

2
、
七
月
中
寄
託
額

一
九
〇
、
〇
〇
〇
円

内
　
訳

香
典
返
し
　
　
七
〇
、
〇
〇
〇
円

内
　
　
祝
　
一
二
〇
、
〇
〇
〇
円

3
、
支
出
額
な

　

し

4
、
七
月
末
累
計
額

一
、
一
三
九
、
〇
二
三
円

WHOの血圧分類
（町立二m水銀柱）

境
界
域
高
血
圧

血
仔
の
基
準
と
し
て
、
ふ
つ
う

W
H
O
（
世
界
保
健
機
関
）
の
数

値
が
よ
く
使
わ
れ
ま
す
。
（
図
）

俗
に
最
高
血
仔
は
年
齢
プ
ラ
ス

9
0
が
目
安
と
い
わ
れ
ま
す
が
、
こ

れ
は
個
人
差
や
動
脈
硬
化
の
状
態

を
無
視
し
た
考
え
方
で
す
。
大
切

な
の
は
定
期
的
に
　
（
1
か
月
に
1

回
が
理
想
）
医
師
に
血
圧
測
定
を

し
て
も
ら
い
、
自
分
の
血
圧
値
が

ど
の
く
ら
い
か
よ
く
理
解
し
て
お

く
こ
と
で
す
。

規
則
正
し
い
周
期
が
続
い
て
い

れ
ば
、
2
～
3
日
お
き
の
博
通
で

も
便
秘
と
は
い
い
ま
せ
ん
が
、
ふ

つ
う
門
時
間
以
上
排
伸
が
な
い
と

腹
が
張
っ
て
苦
し
く
な
る
の
で
、

こ
の
3
日
と
い
う
日
数
を
傾
秘
の

目
安
と
す
る
こ
と
が
多
い
よ
う
で

す
。
中
高
年
者
で
急
に
博
秘
に
在

る
と
大
腸
ガ
ン
が
疑
わ
れ
た
り
、

ま
た
高
血
仔
や
動
脈
硬
化
の
進
ん

だ
人
で
は
、
排
便
時
に
脳
卒
中
を

起
こ
し
た
り
す
る
こ
と
も
あ
る
の

で
注
意
が
必
要
で
す
。
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